
学校だより 令和２年１０月号 日置市立伊作小学校

http://www.ed.city.hioki.kagoshima.jp/~izaku/ 児童数 ２２６名 ℡099-296-2021

いざく
い 一生けんめい学び，考える子

ざ 最高にやさしく，思いやりのある子

く 苦しさに負けない，たくましい子

読書の秋
校 長 下 脇 徹

１０月は，校内の読書月間です。「朝の読書タイム」でボランティアの方々による読み聞かせや友達
に本を紹介する「読書郵便」の活動，読書感想文・感想画・標語などの募集など，子どもたちの読書意
欲を高めるために，いろいろな取組がなされています。また，今年度は新型コロナウィルス感染防止の
対応の中ではありましたが，９月現在で目標読書冊数達成者３３名，必読書読破者６名と，子どもたち
が読書を頑張っている姿がうかがえます。まだ達成していない子どもたちも，３月までには達成できる
ように取り組ませていきたいです。

さて，自分には，３人の子どもがいます。甑島に赴任していたとき，長男は中学生，長女は幼稚園，二女は２歳でした。
甑島には，図書館もなく本屋もありません。本があるのは，学校の図書室と公民館のロビーに置いてある数冊ぐらいでし
た。だから，たまに島から出たとき，必ず向かったのは本屋でした。
本屋で，長男は，落語やお笑い系の本を好んで見ていました。長女と二女は，絵本のコーナーに釘付けとなり，時間は
あっという間に過ぎていきます。帰りの船の時間もあるので，しょうがなく「一人１冊ね。」といってうながしますが，な
かなか１冊が決められず，しょうがなく２冊３冊と買い込んで，本屋を出ることでした。
家に帰ると二人の娘の「お父さん，読んで」が始まります。「あとでね。」を繰り返していると，そのうち寝る時間にな
ってしまい，結局寝転びながら読んであげていました。長女は，よくばりで持てる限りの本を持ってきました。「１冊だけ
ね。」と言ってもその１冊が決められず，しかたなく２冊，３冊と読んでいくうちに，いつの間にか寝ていることもよくあ
りました。
長女がたくさん持ってくる本の中にいつもあったのが「パパお月さまとって」という絵本でした。毎回，声を変えたり，
話を少しアレンジしたり，クイズ形式にしたり，いろいろと手法を変えて読んであげていました。
そんな長女も，今は大学３年，家を出て行きました。将来の夢は作家になることだそうです。読み聞かせが功を奏した
とは思いませんが，とにかく本が好きで，今でも休日には，本屋やブックオフ巡りをしているようです。
二女にも，同じように読んであげていたはずですが，こちらは，ジャニーズにはまっています。

地域が育む「かごしまの教育」県民週間 １１月１日～７日
上記の期間，フリー参観週間です。保護者や祖父母の方々，子どもたちや学校の様子を参観にお越しください。
ただし，本年度のフリー参観は，新型コロナウイルス感染症対策を講じながら実施します。

〇 時間 ９：５０～１２：２０ １４：２０～１５：５０
※ 12：20，15：50には，３密を避けるために校舎内からの退出をお願いします。

〇 来校されましたら，必ず職員室前で受付を済ませてください。その際に，検温をさせていただきます。
〇 マスク着用の上，３密（密閉，密集，密接）を避け，廊下からの参観をお願いします。
〇 手洗いやアルコールによる手指消毒をお願いします。
〇 咳や発熱等の風邪の症状があるときは，参観を見合わせてください。
（３７℃以上の熱があるときは，参観をお控えください。）

〇 給食試食会，高齢者との交流活動，市音楽発表会は中止となりました。

郷土学習（母校貢献活動）

＜低学年の活動＞ ＜中学年の活動＞ ＜高学年の活動＞
本校では，１０月の第二土曜日に郷土についての理解を深め，誇りと関心を持たせるために，低，中，高学年別に中学

生も一緒に郷土学習を行っています。（中学校では，母校貢献活動と呼んでいます。）
低学年は，中学生の鹿児島弁での影絵を聞いたり，一緒に手遊び歌をしたりしました。中学生は，低学年の児童に分か

りやすく話してくれました。相手意識を持って，表現活動をしてくれたことをうれしく思いました。
中学年は，学校周辺の公園や神社をグループでクイズを解いたり，長縄跳びをしたりしながら回りました。中学生は，

それぞれの場所で安全確認やクイズを出題したり，長縄を回したりしてくれました。その後，伊作小に帰り，一緒に鬼ご
っこなどをして遊びました。小学生も中学生も，とても楽しそうでした。
高学年は，中学生と一緒に大汝牟遅神社で宮司さんから説明を聞き，地域の歴史について共に理解を深めました。その

後，中学生が「ひおき学」として学習したことを小学生に説明してくれました。
子どもたちは，中学生と接して，とても楽しそうでした。中学生も，穏やかな表情をしていました。このような活動を

通して，小学生と中学生の距離が縮まり，小中ギャップの解消につながっていきます。そして，愛校心や郷土愛が育まれ
ていくと思います。
１１月は，「ひおき学」（小中一貫教育）の研修会が行われます。今後も，吹上地域が一体となって，小学校と中学校，

学校と地域の『つなぎ』を大切にした活動を推進していきます。



福祉体験

１０月２日(金)，４年生が
福祉体験の学習を行いまし
た。例年は寿荘を訪問してい
ますが，新型コロナウイルス
感染防止のために，今回は，
社会福祉協議会の方々にお越
しいただいて学校で学習しま
した。
学習内容は，エルダートラ

イ（高齢者疑似体験）をしました。子どもたちは，「体が重
たかった。」「膝を曲げられなくて痛かった。」「周りが黄色
っぽくてよく見えなかった。」などと話しており，高齢者の
大変さを理解することができました。また，グループで高
齢者の素晴らしさについても話し合いました。
この学習が，福祉（社会全体の幸せ）を考えるきっかけ

になってくれると思います。

＜主な行事予定＞

１１月 １日（日）～７日（土）
☆ 地域が育む「かごしまの教育」県民週間

２日（月）半成人式（４年生）
４日（水）読書集会
５日（木）緊急地震速報の訓練 クラブ活動
６日（金）歯っぴータイム

拡大保健委員会（６年生及び６年生保護者）
１１日（水）「ひおきふるさと教育」研究公開

（全学年４校時）
１２日（木）委員会活動（朝）
１５日（日）ＰＴＡ資源回収

※ 雨天時：１１月２２日に延期
１７日（火）家庭学習強調週間（～２７日）

市陸上記録会（６年）
※ ６年生のみ午前中実施（給食有り）

１９日（木）持久走大会前臨時健康診断
クラブ活動

２３日（月）流鏑馬行事体育大会・流鏑馬奉納
２６日（木）代表・児童保健委員会（朝）
２７日（金）校内持久走大会，学級ＰＴＡ

校内持久走大会予備日（12／3）
２８日（土）日置地区生涯学習推進大会
中旬 県ＰＴＡ活動研究委嘱公開実行委員会

１２月 ３日（木）委員会活動 校内持久走大会予備日
９日（水）第２回学校評議員会

１０日（火）クラブ活動
１７日（木）代表・児童保健委員会
２４日（木）２学期終業式 大掃除
２５日（金）冬季休業（～1/7）

※ 変更になる場合がありますので，各学年の週報や各種
便り等でご確認ください。

修学旅行(６年生)

６年生が，９月３０日（水）から１泊２日で，多くの学
習をし，思い出を作ってました。
一日目：上野原縄文の森，霧島神宮
二日目：鹿児島市内自主研修，維新ふるさと館
上野原縄文の森では，雨天のため火おこし体験はできな

かったものの，ドングリを使った工作を楽しみました。自
主研修では，密を避けるために，傘をさして回りましたが，
どのグループも目的を達成し，成就感に満ちた様子でした。
修学旅行は，大人になっても覚えているものです。忘れ
られない修学旅行になることでしょう。
これからも，学校のリーダーとしての自覚を更に深め，

結束した取組に期待します。

集団宿泊学習 (５年生)

５年生が，１０月７日から１泊２日，南薩少年自然の家
で集団宿泊学習を行いました。
一日目は，フォトアドベンチャー，ナイトウォークを行

いました。
二日目は，カヌー体験を行いました。
この二日間，特に「時間を守って行動する。」ことは意識

して取り組んでいました。
前の週には，６年生の修学旅行がありました。５年生に

とって，この時期の集団宿泊学習はリーダーの引継ぎの始
まりでもあります。この２日間で，時間厳守，あいさつ，
友達との助け合いなど，たくさんのことを学びました。伊
作小学校のリーダーとして，今後の学校生活に生かしてく
れると思います。

本年度は，新型コロナウイルス感染防止のために，検温
をしたり，手指消毒をしたりと，例年と異なる中での活動
でしたが，いずれも無事に実施することができました。

ウミガメ放流

９月２４日（木），４年生
が入来浜漁港にウミガメ５１
匹を放流に行きました。この
ウミガメは８月７日（土）に
保護した卵が孵化したもので
す。時期が遅かっただけに，
孵化できるか心配していまし
た。予定よりも早い孵化で，
急遽の放流でしたが，元気に

大海原に泳いでいきました。子どもたちは，「かわいい。」「元
気でね。」「がんばってね。」「３０年後に帰って来て。」など
と声をかけていました。今年は，合計８９匹のウミガメが
孵化しました。世界的に見ると，絶滅が危惧されているウ
ミガメに触れることができる環境にあることをうれしく思
います。子どもたちは，実物に触れることで，生命尊重の
心情や郷土愛がより高まりました。

稲刈り体験

１０月２日（金），３
年生が稲刈り体験を行
いました。
初めて稲刈りをする

子どももいましたが，
次第に鎌の使い方が上
手になっていました。
子どもたちにとっては，
貴重な勤労体験になり
ました。

米作りは，田植えと稲刈りだけではありません。どのよ
うな仕事があるか，詳しくは５年生の社会科で学習します。
体験が，より深まりのある知識になっていくことでしょう。
貴重な体験の機会を与えてくださった今田水田保全協議

会の皆様に感謝いたします。


